
ブレインマシンインターフェース

• ブレイン・マシン・インターフェースすなわちBMI   は、
ヒト脳の情報をコンピュータ解析して（可能であれ
ば）双方向通信することを目指す技術。

• 1999年に初めて成功した。

• ラットの脳の電気信号を利用
して、ロボットアームをコント
ロールできた。

(Chapin, 1999)



ＢＭＩの人間への応用

(Levedev and Nicolelis, 2006)

脊髄損傷患者の脳に電極を
植え込み（侵襲型ＢＭＩ）、コン
ピュータを操作できるようにし
たブレインゲートシステム

(Hochberg, 2006)

将来の可能性治療応用の現状



脳介入に伴う「微妙な副作用」

BMIが人間精神の本質と関連している脳という特殊な
臓器に介入や改変を加える技術であることによる。
通常の副次的な有害作用、たとえば侵襲的処置に伴
う感染や神経損傷による機能障害だけではなく、客観
的な測定の困難な人格の変化や微妙な心的変化が
起きる可能性がある。

たとえば、BMIではないが、パーキンソン病治療に使
われるDBS（脳深部刺激）が、精神症状（とくに情動の
変化など）を生じる場合がある。
また、DBSを精神疾患（うつ病）治療に応用することの
倫理が、広く議論されている。



これまでの生命倫理や医療倫理だけ
で十分か？

• 脳科学に関する諸問題を扱うための特別な
分野として「脳神経倫理学（ニューロエシック
ス）」が必要なのではないか？

• 必要であるという論者と特別に細分化した学
問領域は必要でないという論者がおり、決着
はついていない。



脳科学が社会的注目を集めてい
るという事実がある


